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１．はじめに 

生産性向上の観点からプレキャスト RC 部材の適用

拡大が求められているが，プレキャスト部材同士の接

合面がせん断耐荷機構に影響を及ぼす可能性があるこ

とが指摘されている 1)2)．本研究では，既往の研究 1)に

おける実験を有限要素解析により再現した．そして，接

合面の有無，せん断補強鉄筋比 pw をパラメータとし，

それらがせん断耐荷機構に及ぼす影響を検討した． 

２．解析概要 

図－1 に，既往の研究 1)における供試体のうち I-S-U

の概要図を示す．I-S-U はせん断補強鉄筋比 pw=0.32%，

せん断スパン比 a/d=3.2 とし，プレキャスト部材同士は

接合キーを設けずにせん断スパン中央にてモルタル充

てん継手を用いて接合されている．既往の研究 1)では，

I-S-U のほかに，I-S-N として pw=0%の供試体について

も実験がなされている．本検討では，I-S-N，I-S-U に対

して解析を行い，実験結果の再現性を確認した．次に，

コンクリートの圧縮強度を f’c=27N/mm2，せん断補強鉄

筋の引張降伏強度を fwy=345N/mm2，接合モルタルの圧

縮強度を 70N/mm2 と設定して，接合面の有無，pwをパ

ラメータとした解析を行った． 

図－2に，有限要素解析モデルを示す．解析は二次元

モデルとし，DIANAver10.3 を用いた．なお，用いた構

成則は図中に示すとおりである．コンクリートと接合

モルタルとの境界部にはインターフェイス要素を配置

した．インターフェイス要素の構成則は，圧縮力および

圧縮時のせん断力のみを伝達するモデルとした． 

また，引張側の軸方向鉄筋・モルタル充てん継手とコ

ンクリートとの付着応力－すべり関係は，島ら 3)が提案

した式(1)を参考に算定した． 
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ここに，τd：付着応力，f’c：コンクリートの圧縮強度，

S：鉄筋とコンクリートの相対変位，φ：鉄筋の直径で

ある．本検討では、式(1)に対して既往の研究 4)を参考に

低減係数α=0.4 を乗じることとし，モルタル充てん継

手部においてφは軸方向鉄筋の直径を用いた．

３．解析結果と考察 

(1)既往の研究と解析の比較 

図－3 に，既往の実験結果と解析結果の比較を示す．

図－3(a)に示すせん断力 V と鉛直変位δとの関係では

実験結果と解析結果にやや乖離が見られたが，図－

3(b)(c)に示すように，接合面やモルタル充てん継手に

沿ったひび割れなど，実験におけるひび割れ性状と解

析における最大主ひずみ分布は概ね一致した．なお，コ

ンクリートと接合モルタルとの境界部に配置したイン

ターフェイス要素の構成則により，V－δ関係および破

壊性状が変化することは別途確認している． 

(2)接合面・pwの影響検討 

図－4に，解析で得られた V-δ関係を示す．pw=0%で接

合面がないケースでは，斜めひび割れが進展して破壊

に至り，最大せん断力 Vu=74.6kN を示した．接合面があ

るケースでは，図－5(a)に示すように，V=40kN 程度で

接合面付近において最大主ひずみが増大し，接合面が

ないケースと比較して剛性が大きく低下し，Vu=46.2kN

図－1 既往の研究 1)における供試体 
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を示した．これは，pw=0%で接合面があるケースでは，

図－6(a)(b)に示すように，接合面から載荷点にかけて

最大主ひずみが進展し，圧縮ストラットが形成される

前に破壊に至ったためと考えられる． 

一方で，pwを増加させるにつれて，接合面があるケー

スの V-δ関係は接合面がないケースと一致する傾向と

なった．pw=0.32%で接合面がないケースでは，せん断補

強鉄筋の降伏に伴い破壊に至り，Vu=97.4kN を示した．

接合面があるケースでは，図－5(b)に示すように，

V=40kN 程度で接合面付近にて最大主ひずみが発生し

たが，進展は抑制された．その後，接合面がないケース

と同様に，せん断補強鉄筋の降伏に伴い破壊に至り，

Vu=97.3kN を示した．これは，配置したせん断補強鉄筋

の拘束により最大主ひずみの進展が抑制され，接合面

があるケースでも，図－6(c)(d)に示すように，支点か

ら載荷点にかけて圧縮ストラットが明確に形成され，

接合面がないケースと同様な耐荷機構となったためと

考えられる．

４．おわりに 

接合面を設けた単純支持プレキャスト RC 梁におい

て，せん断補強鉄筋を配置することで，接合面がせん断

耐荷機構に及ぼす影響を低減し，接合面のない場合と

同様なせん断力－鉛直変位関係を示すことがわかった． 
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図－3 既往の実験結果と解析結果の比較 
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(b)最大せん断力時のひび割れ図（実験 1)） 

(c)最大せん断力時の最大主ひずみ分布（解析） 
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図－5 V=40kN 程度時の最大主ひずみ分布 
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図－6 最大せん断力時の最小主応力分布 
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